（タイトル）ぶっちゃけ放送局
FMはなび放送局長　福原尚虎

昨年の1月に母親、福原はるこが亡くなった（享年77歳）。
実は僕よりも街の人達には知られた存在だった母の半生を、ちょっとだけ紹介して、何かのきっかけになればと思う。
まず突然だが、僕は小学校３年生の頃、気付いたら我が家は人形劇団になった。
「家族人形劇団ぼっこ」という名前で、２歳下の妹と父母の4人で構成された家族人形劇団‥‥。
昭和５０年頃、秋田県には子供が沢山いて、その子供たちの為の「お楽しみ会」が地域ボランティアの青年達の手で盛んに開かれていた。
その中で人形劇が人気のプログラムだった為、大曲ボランティアではアマチュア人形劇団「てくてく」が結成されて活躍していた。
紙面をご覧の皆様の中にも、観たあるいは参加していたという方はいらっしゃるのではないか。
で、そのボランティアのメンバーだった母は、家族で人形劇団を作ろうと思い立ち、我々子供達は突如劇団員になって人形を作ったり、舞台で演じてたりした。
今思うと小学生だった我々兄妹はともかく、高校教師だった父親がよく付き合ったものだ。
母は自分の子供にもボランティア活動を体験させ、青年だけではなく家族ぐるみでボランティア活動が出来る、という実例を作りたかったのだと思う。
また聞いた話では、当時盛り上がりを見せていた秋田県の人形劇を、劇団数を増やすことで更に活性化しようとして、自ら家族劇団を作ったらしい。
いずれにせよ何も知らず僕は、劇の脚本から背景画の製作など、はしゃぎながら人形劇団をやっていた。舞台は青少年ホールだった。
その後、母はボランティア活動の中で点字と出会い、視覚障がいを持つ方々の為に、市の広報誌を朗読する働きを始める。
全国ニュースや大きな組織の話題はテレビラジオで聴ける、でも一番生活に近い市の行政情報は紙面でしかないので、代読が必要という訳だ。
母は主婦を中心とした朗読サークルを立ち上げ、朗読を録音したものを配布した。
家で紙面の切り抜きをテーブルに並べ、カセットレコーダーの前で何かを読んでる母親の姿を記憶しているが、読んでいたのは大曲市の広報紙だったのか。
その４０年後、息子の僕はFMはなびのスタジオで大仙市の広報誌「だいせん日和」を読んでいる訳だが。
僕が上京したあと、次に母は聴覚障がいを持つ方々の為の要約筆記というものに取り組んでいた。
プロジェクターを使い会議等の内容を、筆記によって耳の聞こえない方に同時通訳するという働きである。
普及の為に協会を立ち上げ、研修や会合など全国を駆け回っていたという。
全国を巡る時の運転ドライバーは、高校教師を退職した父だった。
ここでも父親にお疲れ様と言ってあげたい。
人助けのために奔走する人生を過ごした母親だが、聖人の物語として伝えたい訳ではない。

これは僕も体験上つくづく思うことだが、ぶっちゃけ人は、人のために何かをやる時が一番幸せだと思う。
自分のためだけの人生よりも、人のために生きた人生の方が生き甲斐があって、ぶっちゃけ自分より人の為の方が頑張れるのだ。
肉親ほどお互い何をやっていたのか解らないもので、母の仕事に関して正確な情報をご存じの方には教えて頂きたいと思う。
ただ言えることは、親子ではなく仕事仲間として母と出会っていたら、僕は芸能界や放送の世界で色々な人と出会ってきたが、その中でも相当面白い女性だったと思う。
その母が９年前病に倒れ、息子の僕がお見舞いの為に帰郷、そのついでに開局前のFMはなびに顔を出して現在に至る。
もし母が元気だったら、僕は東京にいたままで、FMはなびの番組は母親が名乗り出てやっていたと絶対思う。
ん？どっちが良かったんだ？
